
 

各単元、各単位時間における指導と評価の工夫例 
 

１ 単元・小単元 第５章 消費社会を生きる   

２ 小単元の目標 

 消費生活の現状と課題や消費者の権利と責任について理解させ、適切な

意思決定に基づいて行動できるようにするとともに、生涯を見通した生活

における経済の管理や計画について考えることができるようにする。 

３ 本例における 

生徒の実態 

 本校普通科では「家庭基礎」を１年生で２単位履修している。本校は進

学校で勉強と部活動に一生懸命取り組んでいる。学校の雰囲気もとても落

ち着いており、授業態度もよい。家庭環境にも恵まれ、家庭生活も比較的

豊かだと感じる。 

私たちの消費生活が環境や社会情勢にかかわっているという事実は知っ

ているようではあるが、生活経験が少ないため実践には結びつきにくく、

実感も少ない。授業を通して、日々の消費行動を振り返り、じっくりと認

識する体験が必要だと感じる。 

４ 育 て た い 

資質・能力 

自らの消費行動が環境や社会に与える影響を理解し、公正で持続可能な

社会の実現のために消費者として適切な意思決定ができるとともに、消費

者の権利と責任を自覚した消費生活を送り、消費者市民社会の構築に積極

的に参画しようする意欲・態度を身に付けさせたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新家庭基礎２１ 実教出版 

・新家庭基礎２１ 授業ガイダンス 実教出版 

・生活学Ｎａｖｉ 実教出版 

・思わず伝えたくなる「消費者市民社会」の話 （公社） 

日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会 

【参考文献】 



 指導と評価の計画 

【単元】5章 消費社会を生きる（消費生活） 

主な学習内容 ねらい 学習活動 
時

間 
学習活動における具体の評価規準 

評価方法等 

評価方法等 
 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

１.情報化・グロ 

ーバル化する 

消費生活 

 

○現在の消費

生活の特徴を

知り、さまざ

まな角度から

考えることが

できる態度を

養う。 

・100円ショップ・

スマホといった身近

なものから現代の消

費生活の問題に関心

をもつ。 

 

１ １．グローバル化

を意識した消費

生活について考

えようとしてい

る。 

  １．消費生活を取

り巻く現状 

（グローバル化）

について理解し

ている。 

ワークシー

ト 

 

２.情報化と消費 

生活 

３.広がる経済 

 社会と消費生活 

○消費生活の

現状や家庭経

済と社会の関

わりを理解

し、消費者と

して主体的に

判断し行動す

る力を身につ

けさせる。 

・情報を取り巻く状

況を知り、的確な商

品の選択に必要なこ

とを考える。 

 

・経済の三主体と景

気の動向が私たちの

消費生活に及ぼす影

響について理解す

る。 

１   １．情報化・グ

ローバル化に

よるメリット

やデメリット

について話し

合い、考えをま

とめる。 

２．経済の三主体

と景気の動向が

私たちの消費生

活に及ぼす影響

について理解し

ている。 

ワークシー

ト 

 

4.収入と支出の 

管理 

５．貯蓄・負債 

と家計管理 

○家計の構成

や実態、貯蓄

や負債につい

て理解させ

る。 

○働くことの

意義を考えさ

せ、雇用形態

とその特徴を

理解させる。 

・家計の構成と貯金

や保険、金融商品の

特徴について理解す

る。 

・働くことの意義を

考え、多様な働き方

があることを理解す

る。 

 

１  １．職業に就

き、働くことの

意義と雇用形

態について考

えている。 

 ３．家計の構成と

貯金や保険、金融

商品の特徴を理

解している。 

４．さまざまな雇

用形態とその特

徴を理解してい

る。 

ワークシー

ト 

 

６.契約と消費者 

信用 

○契約や多様

化する販売方

法、支払方法

を理解させ

る。 

○消費者信用

の利用に必要

な自己管理に

ついて考えさ

せる。 

・契約や多様化する

販売方法や支払方法

について理解する。 

 

・クレジットカード

の特徴と管理につい

て理解する。 

 

 

１  

 

 

 

 

 

 

 

2．キャッシュ

レス社会の利

便性と問題点

を考えている。 

 ５．契約や多様化

する販売方法、支

払方法について

理解している。 

６．クレジットカ

ードの特徴と管

理について理解

している。 

ワークシー

ト 

 

７.電子商取引と 

問題商法 

 

○消費者が巻

き込まれやす

いトラブルの

現状認識と予

防のための注

意点について

理解させる。 

・電子商取引をめぐ

る問題と使用時の注

意点を理解する。 

・問題となる商法の

特徴を知り、被害者

や加害者にならない

ための注意点を考え

る。 

１  3．問題となる

商法の特徴を

知り、被害者や

加害者になら

ないための注

意点を考えて

いる。 

 ７．電子商取引を

めぐる問題と使

用時の注意点を

理解している。 

 

ワークシー

ト 

 



８.消費者の権利と 

救済のしくみ 

○消費者被害

の構造につい

て理解し、被

害にあった時

に消費者被害

救済のしくみ

を利用して対

応できる力を

養う。 

 

・消費者の権利と責

任の変遷を知る。 

・消費者には権利と

責任があることを理

解する。 

・消費者トラブルの

解決法について理解

し、その方法を身に

つける。 

１   ２．消費者をめ

ぐるトラブル

に直面した場

合、社会的手段

も利用しなが

らそれを解決

する方法を身

につけている。 

８．消費者被害

救済のしくみを

知り、トラブル

の解決法につい

て理解してい

る。 

 

ワークシー

ト 

 

９.意思決定の 

重要性と消費者 

の権利 

 

 

 

 

 

○消費生活に

かかわる意思

決定が企業の

活動や経済、

地球環境等に

影響を与えて

いることに気

づかせる。 

 

 

・消費者の意思決定

（自分の消費行動）

が地域や環境、未来

の世代の暮らしのあ

り方にも大きな影響

を与えていることに

気づく。 

・消費者運動や消費

者市民社会を理解す

る。 

１   

 

 

 

 

 

 

 

９．消費者運動や

消費者市民社会

を理解している。 

 

 

ワークシー

ト 

 

10.消費生活での 

環境と公正 

〇消費者市民

社会の構築に

積極的に参画

しようとする

態度を養う。 

・消費者市民社会で

キーワードになりそ

うな（学習した）事

柄を調べ、自分たち

ができることを考

え、まとめる。 

 

１  ４．キーワード

やこれからの

行動について

考えを整理し、

わかりやすく

まとめている。 

 

  ワークシー

ト 

作品 

行動観察 

・まとめたものを 

発表したり、他のグ

ループの発表を聞

き、消費者市民社会

の実現に向けて考え

る。 

１  ５．まとめたも

のを発表した

り、他のグルー

プの発表を聞

き、これからの

消費行動につ

いて考えてい

る。 

  ワークシー

ト 

作品・発表 

行動観察 

総時間数 ９  

 

 

 



 学習指導案 
科 目 名      家庭基礎 使用教科書 新家庭基礎２１（実教出版） 

単 元 名      5章 消費社会を生きる 

本時の主題 10 消費生活での環境と公正（９/９時間） 

指 導 観 

実体験が少ない中で、自分自身の生活の豊かさの向こう側にある社会・世界の現状を意識させ、自己の消

費生活とのつながりを考えさせたい。それらを正しく理解したうえで、自分の生活の中で何をするのか、何

ができるのかを考えさせ、行動することを課題とし、消費者の権利と責任を自覚した消費生活を送り、消費

者市民社会の構築に積極的に参加しようとする意欲・態度を養いたい。 

本時の目標 

・消費者市民として持続可能な社会に貢献できるライフスタイルについて自己の生活と関連づけ、主体的に 

 これから必要な消費行動について考え、まとめたり発表したりする。 

・消費者市民社会の構築に積極的に参画しようとする態度を養う。 

過程 指導内容 生徒の学習活動 評価について 教師の指導 

導 

入 

３ 

分 

本時の学

習内容と

目標の確

認 

・これまでの学習の確認と本時の学習内容と目標

を確認する。 

 

 ・本時の学習内容と目

標を確認させる。 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

35 

 

分 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活

での環境

と公正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○予想される生徒の反応 

・わが国は食料自給率が非常に低い。 

・地産地消で 積極的に地元のものを購入するよ

うにする。 

・環境負荷も少なく、地元の農業、日本の農業を

盛り立て、食料自給率アップに貢献する。 

 

 

 

  

 

 

 

評価基準【思・判・表】

━⑤ 

これからの消費行動に

ついての考えを整理し

わかりやすくまとめて

いる。 

＜評価方法＞ 

発表 

（相互評価） 

行動観察 

＜Ａの例＞ 

持続可能な社会の実現

に向けて、何をするべ

きかを具体的にまとめ

て発表することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｂを実現するための手

立て＞ 

・準備の段階から、細部に

わたり、アドバイスをし

ながら机間指導をする。 

＜Ｃへの手立て＞ 

・準備の段階から、発表準

備にきちんと参加する

よう机間指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

12 

分 

本時のま

とめ 

・他の班の発表を聞いて考えたことをまとめ、消

費生活の向上とともに消費者の社会的責任や環

境に対する自覚も求められていることを確認す

る。 

 ・次時の学習内容を伝え

る。 

 

 

 

□工夫している点  

・発表準備をする中で、生活体験の少ない生徒でもより深い理解が得られると思われる。 

・表面的な知識だけでなく、1 つのことを深く知ることにより、より深く考え、自分自身の生活

を改善する行動につながると考えた。 
 

 

 

・グループで、消費者市民として自分た

ちが現在の生活の中でできることなど

について話し合い、まとめたことを発

表する。 

 



 

 

□実践後の評価結果 

 
学習活動における 

具体の評価規準（Ｂ） 

「十分満足できる」と 

 判断される状況（Ａ） 

「努力を要する」と 

判断される状況（Ｃ） 

評   価 取り上げた問題について、

理解し、消費者市民社会の

構築に参加しようとして

いる。 

 

取り上げた問題について、

自分の生活と関連させて理

解し、深く考えることがで

き、消費者市民社会の構築

に積極的に参加しようとし

ている。 

消費者市民社会の構築

に参加しようとしてい

る。 

生徒の状況 今までの消費生活を振り

返り、消費者市民社会の一

員としてどのような生活

をしていきたいか表現し

ている。 

 

今までの消費生活を振り返

り、取り上げた問題等につ

いての意見や感想、消費者

市民社会の一員としてどの

ような生活をしていきたい

か表現している。 

消費者市民社会の一員

としてどのような生活

をしていきたいか表現

している。 

 

記 述 例 ・消費生活の問題は知って

いるだけで何もしてこ

なかった。学習を通し

て、大きな問題であった

ことや自分たちへの関

わりや自分たちにでき

ることなどを知ること

ができた。今後、少しで

も問題解決策を行って

いきたい。 

 

・以前は自分のメリット（価

格やデザイン等）しか考

えていなかったが、学習

していく中で購入までの

過程やその商品が及ぼす

影響を考えることで、世

界中で起こっている問題

に少しでも貢献できると

分かり、今後意識してい

きたい。 

・普段から自分たちに

できることはあるの

で実践していきた

い。 

 

□授業後の課題と改善 

・2 時間目にあたる研究授業は発表とまとめるのが中心で、発表以外の生徒の動きがなかった

ため、キーワードの数を減らし、エキスパート活動やジグソー活動を取り入れるなどの工夫

が必要であった。 

・発表者を評価することと大事なことや気になることをメモするのを同時に行うのは難しかっ

たと思われるのでメモをすることのみに集中させればよかった。 

・発表の中でわからないこともあったようで質問タイムがあるとより深めることができたと思

われる。 

・ICT 機器の整備により今後はタブレットが入るなど、もっといろいろな可能性が広がるため、

ICT の効果的な活用方法を引き続き考えていきたい。 

・授業で学んだ知識を実践へとつなげていく指導方法も考えていきたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



家庭基礎 №16            （ ）年（ ）組（  ）番氏名（          

 ） 

５章 消費社会を生きる 

 10 消費生活での環境と公正 

 ～消費者市民としての行動で社会を変える～ 

＜これまでの学習のキーワード＞ 

 

 

 

 

 

＜問題・課題把握＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なぜそのことを取り上げたのか 

・その事象に関する現在の情報・事実 

・その事象に対する気持ち、思い 

・その事象がなぜ「課題」「問題」となるのか 

 

＜解決方法・実践方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的にどのように行動するのか 

・少なくてもグループ全員はできそうか 

・それをすることで社会にどのように影響するのか 

・どのような効果が得られるか 

食品ロス 食料自給率 フードマイレージ 地産地消 

フェアトレード 児童労働 バーチャルウォーター 

エシカルファッション 持続可能な社会 紛争鉱物 など 



１．消費者市民社会に向けての発表 

  ＜別紙＞評価票を記入する 

 

 1.食品ロス 6.児童労働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.食料自給率                7.バーチャルウォーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.フードマイレージ              8.エシカルファッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.地産地消                  9.持続可能な社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.フェアトレード               10.紛争鉱物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．消費者の権利と責任から消費者市民社会を考える 

 

 

 

消費者市民の 

３要素 
買う 

（選択・購入・支払） 

使う 

（使用・評価） 

捨てる 

（廃棄・再利用） 

消費が持つ影
響力を理解し
て行動する 

   

企業や行政に
相談したり 

提案する 

   

他者への影響
を自覚して 

行動する 

   

公
正
で
持
続
可
能
な 

消
費
者
市
民
社
会
の
実
現 

 まとめ 

～発表等を聞き、消費者市民社会の一員としてどのように生活していきたいか～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


